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	研究の概要

	(1)
	研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要

	
	　日本は平均寿命の延長と出生数の減少によって，かつて経験したことの無い高齢社会に入っている。同時に脳血管障害あるいは痴呆に悩む患者も増加傾向にある。しかし、加齢に伴う脳機能変化に関する知識、神経組織の損傷と障害後の病態、さらにはその修復に関して未だに多くの不明な点が残されている。

そこで，平成11年度より加齢・変性に伴う神経損傷及びその修復を臨床的側面・生理学的側面・病理学的側面から研究し、その結果を応用した脳機能低下の予防や修復促進の可能性について検討することを目的としたプロジェクトを開始した。本プロジェクトは、1) 痴呆のメカニズムを知る上で重要と思われる学習や記憶関係する神経のシナプス伝達に関する研究をおこなう病態解明部門（生理部門）、2)神経障害後の組織修復に関する伝達物質やサイトカインあるいは増殖因子の関与を研究する治療法検討部門（病理部門）、さらに、3) 超高磁場MRI装置を用いて痴呆性疾患等における神経組織の変性あるいは再生を画像解析し、発症前診断の可能性を検討する神経再生・変性研究部門 (画像解析部門)から構成された。
岩手県は，若年者の流出によって高齢化が一層急激に進んでおり，しかも脳卒中の好発地域である。こうした状況に応える研究プロジェクトを推進するのは，本県の地域医療を担う岩手医科大学において時宜を得たものと考えられた。


	(2)
	研究組織

	
	　組織概要


[image: image1]
（各部門の研究には複数の研究課題が含まれるが、上図では一部のみ記した。）
ハイテク・リサーチ・センター採択を受け、大学内に先端医療研究センターを設けた。学長を委員長とする「ハイテク・リサーチ・センター管理委員会」がセンターを管理し，センター長を委員長とする「先端医療研究センター運営委員会」が予算配分等の運営をおこなった。また、研究実務者からなる「プロジェクト推進委員会」を組織し、シンポジウムの企画と開催、報告書の作成ならびに研究進捗状況のチェックをおこなった。（構成メンバーは別紙2参照）
研究者間あるいは研究チーム間の調整・連携

各研究課題に研究代表者を設け、毎月定例のプロジェクト推進委員会で研究進捗状況を報告することとした。また、委員会では、具体的な研究内容の情報交換を図り、講座横断的な共同研究の提言をおこなった。一方、達成が見込めないと思われた研究は、中止を勧告した。

研究費の配分は、当初は講座均等割であったが、平成13年度から研究課題ごとの自己申告制へ移行した。各研究課題責任者から出された申請をもとに、プロジェクト推進員会で研究実務者が達成度や研究内容をもとに研究費の傾斜配分の案を作成した。予算案は先端医療研究センター運営委員会にて決定し、管理委員会の議を経て予算執行した。

研究プロジェクト遂行のための役割と責任

（各部門の研究者名と具体的な役割分担は、別紙２, ４参照）
　役職名

ハイテク・リサーチ・センターにおける役割・責任

研究代表者

研究プロジェクトを総括し、研究の推進・発展について責任を持つ。

運営委員会
研究費配分等を決定する。研究の推進・発展について支援する。

プロジェクト推進委員会

主任委員、副主任委員
プロジェクト推進委員会の運営に責任を持つ。（別紙2-3）
部門責任者

研究課題成果を部門ごとにとりまとめる。類似の研究テーマの統合を図る。（別紙４◎）
プロジェクト推進委員

各研究課題の研究費申請とその執行に責任を持つ。成果公表（論文発表）の責任者となる。（別紙４○）
研究者（含，大学院生）

研究課題責任者の指導のもとに、実際の研究にあたる。

設備・装置利用責任者

設備・装置の利用に責任を持つ（別紙2-4）

大学院生、ポスドク（ＰＤ）の活用状況

　大学院生は、大学院担当教員の指導のもとで、研究プロジェクトに参画した（別紙4 ＊）。PDに関しては、ハイテク・リサーチ・センター構想調書作成時に、岩手医科大学にPD制度が整備されていなかったことから、予算措置を講じなかった。

研究支援体制

学長を中心としたハイテク・リサーチ・センター管理委員会、先端医療研究センター長を中心とした先端医療研究センター運営委員会を組織し、運営に関する重要事項、管理運営について審議し研究を支援してきた。あわせて、超高磁場MRI研究施設、電子顕微鏡室、DNA解析室等が、共同利用施設として支援にあたった。
共同研究の状況
　他の大学や研究機関の研究者と、共同研究がおこなわれた。また、本学の超高磁場MRI研究施設においても、共同研究がおこなわれた。また、理化学研究所などの共同研究機関と一緒に研究が進められた。




	(3)
	研究施設・設備等

	
	ハイテク・リサーチ・センター整備事業により、盛岡市郊外滝沢村に超高磁場MRI研究施設の新築工事、また、大学本部地区の既存研究室を培養室、小動物手術室、レーザー・スキャニング・サイトメーター室、高速液クロ分析室に改造する為の工事を行った。これらの研究施設等に最新鋭の装置・設備を設置し、本学の研究環境の整備を行うことができた。

1． 超高磁場MRI研究施設（面積：506㎡、利用者数：50人）
国内で3台目となる最新鋭の超高磁場MRI装置を設置する研究施設を新築した。超高磁場MRI装置は従来のMRIと比較してより精細な断層画像の撮影を行うことができ、また機能的MRI画像等を得ることができる装置である。この施設には常勤の研究者並びに技術者を配置し、ボランティアや脳機能に異常を認める人を対象にして研究を進めて来た（症例数：のべ2100例）。

2． 培養室（面積：16㎡、利用者数：のべ630人）
神経細胞等の細胞培養を行う研究室として、既存の研究室の改造工事を行った。この培養室には、炭酸ガス培養器の他無菌操作及び細胞分離に必要なクリーンベンチ、遠心機並びに光学機器等が置かれ、細胞培養に利用されてきた。

3． 小動物手術室（面積16㎡、利用者数：のべ470人）
齧歯類の動物実験研究用に、既存の研究室の改造工事を行った。この手術室には脳定位固定装置、手術用顕微鏡、マニュピレーター、超純水製造装置等が置かれ、おもにカルシウムイメージング技法等による神経組織の機能解析研究に利用されてきた。
4． レーザー・スキャニング・サイトメーター室・高速液クロ分析室（面積：16㎡、利用者数：のべ 470人）
細胞レベルでの迅速な生化学的・遺伝学的解析等、微量試料のクロマトグラフィーによる迅速な物質の分析等を行う研究室として、既存の研究室の改造工事を行った。この両室には最新鋭の設備が配置され上記解析・分析等に利用されている。こられの設備は頻繁に利用されてきた。

5． 上記施設の外に以下の機器が講座の研究室に設置され、稼働している。
神経細胞培養･単離･スライス細胞電位電流記録解析システム、モレキュラーイメージャFX、バイオイメージングアナライザー、病理画像解析システム


	(4)
	研究成果の概要

	
	部門ごとに、研究の内容と、新知見を列挙する。
1） 病態解明部門（生理部門）：加齢に伴う神経損傷時の脳機能の変化を正常脳のそれと対比させながら研究した部門である。当初はシナプス伝達を電気生理学的に研究するスタッフだけで構成されていたが、後に神経組織の構成細胞の生理機能を解析するグループや，グリア細胞の働き、脳血管を構成する平滑筋の血管収縮制御機構について細胞内シグナル伝達機構の観点から研究する者が加わった（構成員は別紙4-1参照）。

· 赤核や中脳諸核の線維連絡を比較解剖学的に検討したところ，間脳・中脳領域のこれらの諸核は，これまで考えられていた以上に熟練運動学習において重要な位置を占めることがわかった。(研究業績4)
· AstrocyteとOligodendrocyteから成るグリア細胞配列が，大脳白質の生後発達のみならず脳損傷後の髄鞘再形成において重要な機能を担う可能性を示唆した。また，加齢とともに増加する大脳白質血管障害の部位特異的な病態の存在を示す所見として，大脳白質に特徴的な血管周囲グリア細胞構造を見出した。(研究業績20, 31, 36)
· アメフラシのニューロンを用いた電気生理学的実験で，グルタミン酸受容体応答やセロトニンに対する応答を指標として，シナプス伝達の長期増強・抑制作用発現に関わる細胞内シグナル伝達機構を解析した。これらの知見をもとにして，哺乳動物海馬スライス標本を用いた研究へ発展させている。(研究業績11, 32)
· 脳血管平滑筋の収縮およびその増強機構を，電気生理学あるいはカルシウムイメージングで検討した。中大脳動脈のような太い血管におきる脳血管のスパズムは致死的であるが，それは血腫に含まれる様々な収縮発生物質や促進を引き起こす物質が血管平滑筋のシグナル伝達に不可逆的な異常を引き起こすためと考えられる。この様な増強作用はPI3-kinaseや単量体Ｇ蛋白のRhoとそのeffecter enzymeであるRho-dependent kinase が行っていることを明らかにできた。(研究業績22, 37)   また，組織内微小循環に関与する細動脈の収縮を検討したところ，脳の細動脈はそれ以外の組織の細動脈とpurinergic 受容体のサブタイプが異なることがわかった。(研究業績26, 35)
· 組織侵襲時に細胞外に逸脱したATPは，purinergic受容体を介して周囲の細胞を刺激する。その細胞内情報伝達系をアフリカツメガエルの卵細胞をモデル標本として実験した。(研究業績10)   また，実際に神経組織に与える影響をカルシウムイメージングで検討したところ，ニューロンとグリアでは受容体が異なることが示された。(研究業績 8, 9)  細胞間のカルシウム伝播は、異種細胞間あるいは細胞成熟度が異なる細胞間では起きないことがわかった。なお、こうしたバイオイメージングでは，光照射によるフリーラディカル生成が，細胞の反応を抑制あるいは亢進することがあった。 (研究業績6, 30)
· 神経組織に及ぼすステロイドの作用を，アメフラシのニューロンあるいは副腎髄質細胞を用いて検討した。神経組織においてステロイドホルモンは細胞膜上の受容体に働きかけて，各種伝達物質の受容体機能や放出機構を修飾することがわかった。(研究業績23, 24)
· 各種天然物成分の薬理作用を，神経組織のモデルとして副腎髄質細胞を用いて検討したところ，かなりの成分がNicotinic ACh受容体または電位感受性Ca2+チャネルに作用し，副腎髄質機能を抑制した。この結果は，天然成分をもとにした治療薬開発の可能性を示唆している。(研究業績2, 3, 18, 19, 34)
2） 治療法検討部門（病理部門）：脳変性疾患の病態や，虚血性ストレスから神経細胞を保護する手だてを探究した。あわせて，脳虚血脳血管傷害や脳の腫瘍発生に際して組織の修復や血管新生に関わるサイトカインや増殖因子を明らかにして，治療ターゲットになりうるかどうか検討を加えた。また，ウイルスや細菌感染の際に生じる脳損傷を引き起こす機構についても研究した（構成員は別紙4-2参照）。

· 加齢を背景とする病的神経変性過程抑制へのアプローチ
高齢者脳で減少の著しいα7ニコチン性アセチルコリン受容体の発現を調節し，増加させることによりニューロン，シナプスを保護し得る可能性を示した。（研究業績44,76,77,78,123,125）　加齢を背景とする脳疾患病態のフリーラジカル仮説をヒト髄液標本で検証し，フリーラジカル抑制の重要性を確認した。（研究業績 49, 50, 51）　また，脳変性疾患病態におけるグリア細胞の重要性を検討し，ミクログリアの早期病変をハンチントン病人脳標本ではじめて明らかにした。（研究業績 93）　　また，進行抑制への新たな糸口を示した。（研究業績 81）　さらに神経軸索再生の超微形態を検討し，そのmodulationに関わる分子（ニューログリカン2、テネイシンRなど）および細胞の動態を明らかにした。（研究業績 61, 89, 96）
· 神経損傷後の続発的損傷増幅抑制へのアプローチ
脳損傷後，続発性に生じる炎症性現象におけるトロンビンの作用を解析し，抗トロンビン剤の二次的脳損傷抑制作用を示した。(研究業績69)　脊髄損傷後，続発性に生じるアポトーシスが，必ずしも内因性経路ではなく，Fas/Fas ligandを介し生じており，この経路の抑制が重要であることを明らかにした。(研究業績141、142)　　また， corticotropin releasing factor family神経ペプチドや内因性大麻物質のアナンダマイドによる炎症増強作用を解析し，神経伝達物質が炎症抑制に向けたターゲット分子となり得ることを示した。（研究業績 54, 55, 69, 87, 88, 91, 94, 120, 136）
· グリオーマの進行抑制に向けたアプローチ
Connective tissue growth factorのグリオーマ組織での発現と脳血管内皮細胞の増殖促進効果をin vivo, in vitro両者で検討し，血管新生抑制によるグリオーマ治療のターゲット分子として有望であることを示した。（研究業績 95, 122）
· 中枢神経感染症の病態と早期診断に向けたアプローチ
高齢者は感染症による初期身体徴候が軽く，重症化し初めて気付かれることも少なくない。細菌性毒素による脳症動物モデルを，出血性大腸菌/ベロ毒素により作成し病態を検討した。また，中枢神経細菌感染の，カイコプラズマ試験による迅速診断法を考案した。Cationic antibacterial protein 18kDペプチドの抗菌・抗毒素作用を検討し臨床応用の可能性を示した。ウイルス感染では，AIDS関連性脊髄症の病態を検討した。あわせて経シナプス的に伝搬する向神経性ウイルスが再生シナプス形成性の解析にも有用であることを示した。（研究業績68, 86, 97, 98, 99, 107, 139）
3） 神経再生・変性研究部門 (画像解析部門)：本事業で購入した超高磁場MRI装置（３テスラ）を用いて、神経組織の構造あるいは脳血管や神経線維の走行を描写し、病初期の変化をいかに早く画像でとらえることができるか，検討を加えた。あわせて，この装置で脳機能回復過程の評価を試みた。更に，単なる構造観察にとどまらずMRスペクトロスコピー(MRS)測定や機能的MRIの測定の有用性も検討した。併設されたサイクロトロンセンターに既設のPETと組み合わせて，非侵襲的な脳機能解析の臨床応用を試みた（構成員は別紙4-3参照）。
なお、超高磁場MRI研究施設は，共同研究施設として学外研究者の使用を許可しており，本プロジェクト以外の研究にも利用されてきた（利用者は別紙4-4参照）。

· 超高磁場 MRIと独自の高解像度高コントラスト撮像法を用いて，脳内微細構造の詳細な解析をおこなったところ，視床下核と腹側視床の各構造を特徴的な層構造として同定することができた。これは，パーキンソン病における病態解析や定位脳手術の評価に寄与するであろう。アルツハイマー病患者においては、脳萎縮をきたす以前の灰白質内の軽微な変化が検出可能で，変性疾患の早期診断手法として有望と考えられた。また，側頭葉てんかんにおいては海馬内の微細病変を効率よく検出でき，従来は可視化不可能であった微細てんかん焦点の同定に威力を発揮した。（研究業績 154, 155, 168, 173, 196, 198）
· 超高磁場MRIと独自の撮像法を用いることで，専用のシステムを用いることなしに，動物脳の高解像度画像を得ることができ、従来可視化不可能であった脳内構造の観察が可能であった。(研究業績 196)
· 脳内拡散現象の定量的解析を、アルツハイマー病群でおこなったところ、脳梁膝部における有意な等方性拡散の上昇および後部帯状束，脳梁膝部，前頭部白質での異方性拡散の低下が認められた。これまで同疾患と海馬領域の異常との関連が報告されてきたが、今回の研究は後部帯状回の機能低下がより早期に出現するとの仮説を支持する所見であった。（研究業績146, 169）
· 解像度の高い白質組織抑制 (すなわち灰白質強調) 画像を得ることで、パーキンソン病と黒質との関係を明らかにした。パーキンソン病では，重症度と相関する黒質緻密層の信号強度の低下が認められ、この変化は黒質緻密層外側で著しく，病理学的所見と合致していた。（研究業績167）
· 超高磁場MRIを活用することで精神医学的症候学と大脳白質病変との関係をとらえ直すことができた。幻覚妄想症例では臨床像とMRIに共通する特徴を認めた。超高磁場MRIでは，大脳白質と灰白質との境界を鮮明に描出可能であった。縦断的経過観察では，大脳白質病変の進行に伴い体感幻覚の増悪を認めた。（研究業績 182）
· 脳主幹動脈閉塞性病変において経時的に超高磁場MRI評価を行った結果、外科的血行再建術が神経損傷回復に有効である可能性が示された。また慢性期脳虚血例において白質神経障害そのものを画像化でき、さらに長期にわたる軽度白質神経障害は可逆的である可能性が示唆された。脳灌流画像では造影剤や放射性同位元素を使用せず, 虚血脳を多因子で評価可能であった。また、脳腫瘍例において機能的MRIによる検討も行い，中心溝, 言語優位半球同定能精度を実際の脳神経外科手術の結果と対比して確認した。また脳腫瘍症例において言語野の後天的偏位が示されたが，これは脳機能の可塑性を示すものと考えられた。（研究業績172, 184, 185, 186, 199, 200）
· 腫瘍組織を用いた研究により，コリンを中性化合物に変換して多量に細胞内に取り込む機構の存在が示唆された。またFDG、コリンの集積は各々異なる細胞周期に依存していることが明らかになった。（研究業績175, 195, 201)
· MRスペクトロスコピー（MRS）では、代謝物質の非侵襲的な測定が可能である。今回MRS にて加齢や病態をある程度評価できることが分かった。さらに、深部体温や pH を非侵襲的に同時に評価することが可能であることが分かった。（研究業績 183）
＜優れた成果があがった点＞

　以上３部門で研究成果を着実に積み上げてきたが，とりわけ国内に数台しか導入されていない超高磁場MRI装置により，形態の精密な画像化のみならず、虚血や変性に伴う脳機能および代謝の変化を高解像度の画像でとらえられるようになったことは特筆に値する。今後，併設したPETと併用して，脳機能の画像解析の研究を更にすすめることにより，脳血管障害の発症前診断と予後予測が確実になされると期待される。
＜問題点＞

· コイル不良などで超高磁場MRI装置の立ち上げに時間が取られ、実質的に３年の稼動となった。
· 物理学・工学のテクニシャンやＰＤを新たに採用しなかったため、超高磁場MRI装置の機能を充分に引き出すに至っていない。人的資源不足は、分子生物学的なアプローチが充分にできなかった点にも表れている。終日、研究に集中できるスタッフを確保する必要があろう。
· 講座単位の研究体制から、部門ごとの講座横断的な研究体制にあらためることができたが、更に部門を越えた大きな流れで研究を進めることができなかった。

＜評価体制＞

· 定例のプロジェクト推進員会で、研究責任者が研究進捗状況を、1) 研究準備（企画中）、2)実験中、3)論文作成中、4)論文投稿中、5)revise中、6)印刷中　の各段階で報告し、それを一覧表にして記録・公表した。研究進捗が捗々しくない研究課題はその原因を討議し、更には中止を勧告することもおこなった。
· 年度ごとの研究費配分は、当初は参加講座均等割であったが、平成13年度からは、研究プロジェクトごとに研究費を申請し、達成度・進捗度と内容を考慮してプロジェクト推進委員会で研究費の傾斜配分案をつくり、運営委員会でそれを承認するシステムに変えた。論文発表は原則的に英文でPubMedやMedlineに掲載される雑誌を目指すようにしたが、研究領域ごとにImpact Factor (IF)が著しく異なるために、IFをもとにした業績評価はしなかった。

· 平成13年に学外有識者による大学評価を受けたが、その際に先端医療研究センターの研究内容と運営が高い評価を得た。また、公開シンポジウムで演者として招聘した学外有識者に、研究に関する提言を受けた。

＜研究終了後の展望＞

　　MRIやPETなどの非侵襲的画像診断法を用いた臨床研究に加え，脳循環を特徴づける血流制御機構や，脳血管障害後の神経組織の修復まで視野に入れた分子生物学的な研究が強く望まれる。そこで，３部門が寄り集まった従来の先端医療研究センターを，今後は画像解析部門を中心とし，その前後に病態解析部門と治療法検討部門を配した組織に改変する（別紙3-2）。生理機能解析→臨床データとの照合→病態生理の解明という流れで本センターを運営し，脳の血流動態の研究を推進したい。また，分子細胞生物学的な側面からの研究を推し進め，かつMRI装置の機能を十分に発揮させるために，PD採用を企図する。なお、超高磁場MRI研究施設は学外研究者も利用可能な共同利用施設であり、これまで以上に共同研究を推進したい。
＜研究成果の副次的効果＞

· これまでは講座横断的な研究を考える場がなかったが、定例のプロジェクト推進委員会で、研究成果報告を義務づけたところ、互いに興味のある分野で意見交換が活発に行われるようになり、新たな共同研究が立ち上がった。なお、他講座のメンバーの学問的力量を知ることができたのは、人的資源に恵まれているとはいえない地方大学においては、研究の幅を広げる上で非常に意義深いものがあった。

· 研究費を、参加講座均等割の配分から、プロジェクト主体の申請方式に変えたため、参加メンバーの研究に対する意識が、より能動的になり、成果に対する責任感も高まった。
· 超高磁場MRI研究施設を、非医学系の研究（例：植物の組織イメージング、小動物の脳のイメージング）にも利用されたため、超高磁場MRI装置の応用可能性が広がった。
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	キーワード（当該研究内容を良く表していると思われるものを8項目以内で記載）
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	(4)
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	神経修復と再生
	(6)
	超高磁場MRI研究施設

	
	(7)
	細胞生物学
	(8)
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	施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（千円）

	年度・区分
	支出額
	内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

	
	
	法人

負担
	私学

助成
	共同研

究機関

負担
	受託

研究等
	寄付金
	その他
	備考

	
	
	
	
	
	
	
	科研費
	他省庁補助等
	

	平成11年度
	施設
	325,150
	216,567
	108,583
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	装置
	556,500
	278,250
	278,250
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	設備
	131,142
	56,825
	74,317
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	研究費
	74,656
	18,939
	12,228
	0
	0
	0
	20,437
	23,052
	

	平成12年度
	施設
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	装置
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	設備
	15,729
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	15,729
	

	
	研究費
	128,035
	39,336
	31,310
	0
	0
	0
	15,205
	42,184
	

	平成13年度
	施設
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	装置
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	設備
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	研究費
	185,933
	39,961
	27,150
	0
	0
	0
	11,700
	107,122
	

	平成14年度
	施設
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	装置
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	設備
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	研究費
	171,662
	35,699
	30,089
	0
	0
	0
	14,900
	90,974
	

	平成15年度
	施設
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	装置
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	設備
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	研究費
	137,599
	27,416
	27,420
	0
	0
	0
	23,600
	59,163
	

	総

額
	施設
	325,150
	216,567
	108,583
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	装置
	556,500
	278,250
	278,250
	0
	0
	0
	0
	0
	

	
	設備
	146,871
	56,825
	74,317
	0
	0
	0
	0
	15,729
	

	
	研究費
	697,885
	161,351
	128,197
	0
	0
	0
	85,842
	322,495
	

	総　　計
	1,726,406
	712,993
	589,347
	0
	0
	0
	85,842
	338,224
	


※　平成15年度は予定額
	13
	施設・装置・設備の整備状況（私学助成を受けたものはすべて記載してください。）

	
	≪施設≫
	（私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

	
	施設の名称
	整備年度
	研究施設面積
	研究室等数
	使用者数
	事業経費
	補助金額

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	超高磁場MRI研究施設

培養室

小動物手術室

ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾆﾝｸﾞｻｲﾄﾒｰﾀ室

・高速液ｸﾛ分析室
	平成11年度

平成11年度平成11年度平成11年度
	506㎡

16㎡

16㎡

16㎡
	7

1

1

2
	50人

630人

470人

470人
	217,166
	108,583

	
	
	
	
	
	
	
	


· 私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積

　　　　0　　m2
	
	≪装置・設備≫
	（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

	
	装置・設備の名称
	整備年度
	型　　番
	台数
	稼動時間数
	事業経費
	補助金額

	
	（研究装置）
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	研究用磁気共鳴断層撮影装置
	平成11年度
	Signa Horizon LX3.0T他
	1
	24時間/日

(被験体数10件/週)
	556,500
	278,250

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	（研究設備）
	
	
	
	
	
	

	
	ﾚｰｻﾞｽｷｬﾆﾝｸﾞｻｲﾄﾒｰﾀ
	平成11年度
	LSC2赤色HeNeﾚｰｻﾞ付
	1
	3時間/週
	29,484
	16,707

	
	神経細胞培養･単離･ｽﾗｲｽ細胞
電位電流記録解析ｼｽﾃﾑ
	平成11年度
	Patch-9900 他
	1
	27時間/週
	27,795
	15,751

	
	高速液体ｸﾛﾏﾄ糖分析
･微量精製ｼｽﾃﾑ
	平成11年度
	L-7100 他
	1
	30時間/週
	20,485
	11,609

	
	ﾓﾚｷｭﾗｰｲﾒｰｼﾞｬFX
	平成11年度
	170-7801 YA11
	1
	1時間/週
	17,020
	9,645

	
	小動物脳定位固定装置
および細胞移植装置
	平成11年度
	EQS-10Lｼｽﾃﾑ 他
	1
	2時間/週
	9,826
	5,568

	
	ﾊﾞｲｵ･ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｱﾅﾗｲｻﾞｰ
	平成11年度
	BAS-1800 II (ﾏｸﾛｱﾚｲ)
	1
	2時間/週
	9,271
	5,254

	
	病理画像解析ｼｽﾃﾑ
	平成11年度
	IPAP-WIN 他
	1
	6時間/週
	8,820
	4,999

	
	神経細胞及びｸﾞﾘｱ細胞培養装置
	平成11年度
	BCM-1303SS 他
	1
	7時間/週
	8,438
	4,782

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	(情報処理関係設備)
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


14　研究費の支出状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（千円）

	年　　　　度
	　　平　成　１１　年　度

	小　　科　　目
	支　出　額
	積　　　算　　　内　　　訳

	
	
	主な使途
	金額
	主な内容

	教育研究経費支出

	消耗品費
	42,811
	実験試薬・試料類
	15,603
	各種抗体･分析用試薬　他

	
	
	実験器具・器材類
	11,083
	ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｶﾞﾗｽ器具･器材　他

	
	
	その他
	16,125
	実験動物､ﾌｨﾙﾑ･現像､ｿﾌﾄ､MO､文具 他

	光熱水費
	
	
	
	

	交通運搬費
	
	
	
	

	国内通信費
	909
	研究資料送付
	909
	切手代（研究資料送付）

	印刷製本費
	393
	研究論文・

資料印刷  他
	393
	研究論文、会議資料、資料送付封筒

	旅費
	4,182
	研究発表、

研究打合せ
	4,182
	盛岡↔東京､京都､北京､前橋､横浜 他

	賃借料
	5,443
	研究用機器賃借
	5,443
	倒立顕微鏡他一式、ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞﾌﾟﾛｾｯｻｰ

	報酬･委託料
	1,643
	研究補助､校正 他
	1,643
	研究補助者への謝金、英文研究論文の校正、検査委託　他

	機器修繕費
	153
	研究用機器修理、

部品交換
	153
	ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ修理、ﾘﾆｱｺｰﾀﾞ修理　他

	雑費
	541
	会場使用料 他
	541
	研究打合会議会場使用料　他

	計
	56,075
	
	56,075
	

	ア　　ル　　バ　　イ　　ト　　関　　係　　支　　出

	人件費支出

（兼務職員）
	
	
	
	

	教育研究経費支出
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	設　備　関　係　支　出　（１個又は１組の価格が500万円未満のもの）

	教育研究用機器備品
	18,473
	分析･解析用機器 他
	18,473
	ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ、ｼｽﾃﾑ顕微鏡、ﾊﾟｿｺﾝ  他

	図書
	108
	医学専門書
	108
	Greenfield’s Neuropathology  他

	計
	18,581
	
	18,581
	

	研　　究　　ス　　タ　　ッ　　フ　　関　　係　　支　　出

	ﾘｻｰﾁ・ｱｼｽﾀﾝﾄ
	
	
	
	

	ポスト・ドクター
	
	
	
	

	研究支援推進経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（千円）
	年　　　　度
	　　平　成　１２　年　度

	小　　科　　目
	支　出　額
	積　　　算　　　内　　　訳

	
	
	主な使途
	金額
	主な内容

	教育研究経費支出

	消耗品費
	63,595
	実験試薬・試料類
	17,385
	各種抗体･分析用試薬　他

	
	
	実験器具・器材類
	12,052
	ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｶﾞﾗｽ器具･器材　他

	
	
	その他
	34,158
	実験動物､ﾌｨﾙﾑ･現像､ｿﾌﾄ､MO､文具 他

	光熱水費
	2,143
	電気代
	2,143
	超高磁場MRI研究施設  電気代

	交通運搬費
	1,104
	被験者交通費　
	1,104
	被験者交通費(医大↔超高磁場MRI研究施設)

	国内通信費
	296
	資料送付
	296
	切手代(資料送付)

	印刷製本費
	559
	論文印刷　他
	559
	論文・報告書印刷、MRI説明書　他

	旅費
	3,948
	研究発表、

研究打合せ
	3,948
	盛岡↔東京､大阪、札幌、米国 他

	賃借料
	354
	土地賃借  他
	354
	超高磁場MRI研究施設土地賃借、ｺﾋﾟｰ機

	報酬･委託料
	6,356
	研究補助､校正 他
	6,356
	研究補助者への謝金、英文研究論文校正、試料の化学的評価委託　他

	機器修繕費
	612
	研究用機器、修理
	612
	顕微鏡、ﾊﾟｿｺﾝ修理　他

	雑費
	753
	会場使用料　他
	753
	研究打合会議会場使用料　他

	計
	79,720
	
	79,720
	

	ア　　ル　　バ　　イ　　ト　　関　　係　　支　　出

	人件費支出

（兼務職員）
	
	
	
	

	教育研究経費支出
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	設　備　関　係　支　出　（１個又は１組の価格が500万円未満のもの）

	教育研究用機器備品
	48,199
	分析･解析用機器 他
	48,199
	ﾏｲｸﾛｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞｼｽﾃﾑ、CCDｶﾒﾗ　　他

	図書
	116
	医学専門書
	116
	神経科学形態学的基礎、

ImagingNeurons  他

	計
	48,315
	
	48,315
	

	研　　究　　ス　　タ　　ッ　　フ　　関　　係　　支　　出

	ﾘｻｰﾁ・ｱｼｽﾀﾝﾄ
	
	
	
	

	ポスト・ドクター
	
	
	
	

	研究支援推進経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（千円）
	年　　　　度
	　　平　成　１３　年　度

	小　　科　　目
	支　出　額
	積　　　算　　　内　　　訳

	
	
	主な使途
	金額
	主な内容

	教育研究経費支出

	消耗品費
	119,345
	実験試薬・試料類
	19,637
	各種抗体･分析用試薬　他

	
	
	実験器具・器材類
	31,750
	ｶﾞﾗｽ･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ器具･器材　他

	
	
	その他
	67,958
	実験動物､現像､ｿﾌﾄ､MO､文具 他

	光熱水費
	3,291
	電気代
	3,291
	超高磁場MRI研究施設  電気代

	交通運搬費
	1,691
	被験者交通費
	1,691
	被験者交通費(医大↔超高磁場MRI研究施設)

	国内通信費
	392
	郵送代
	392
	書類送付

	印刷製本費
	3,131
	報告書印刷　他
	3,131
	研究成果報告書印刷、MRI説明書　他

	旅費
	7,481
	研究発表、招聘
	7,481
	盛岡↔福井、東京、山口、大阪　他

	業務委託費
	23,557
	装置保守　他
	23,557
	超高磁場MRI装置保守

	賃借料
	144
	土地賃借
	144
	超高磁場MRI研究施設土地賃借料

	報酬･手数料
	2,043
	謝金、校正　他
	2,043
	特別講師招聘謝金、英文校正、振込手数料　他

	機器修繕費
	687
	研究用機器修理
	687
	研究用機器修理（顕微鏡、ﾊﾟｿｺﾝ　他）

	雑費
	777
	機器取付料　他
	777
	研究用機器取付料　他

	会議交際費
	1,300
	会場使用料　他
	1,300
	研究打合会議会場使用料　他

	計
	163,839
	
	163,839
	

	ア　　ル　　バ　　イ　　ト　　関　　係　　支　　出

	人件費支出

（兼務職員）
	
	
	
	

	教育研究経費支出
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	設　備　関　係　支　出　（１個又は１組の価格が500万円未満のもの）

	教育研究用機器備品
	22,027
	分析･解析用機器 他
	22,027
	液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、ﾌﾘｰｻﾞｰｹﾙﾋﾞﾈｰﾀｰ　　他

	図書
	67
	医学専門書　他
	67
	組織学ｶﾗｰｱﾄﾗｽ、ﾎﾙﾓﾝの分子生物学

	計
	22,094
	
	22,094
	

	研　　究　　ス　　タ　　ッ　　フ　　関　　係　　支　　出

	ﾘｻｰﾁ・ｱｼｽﾀﾝﾄ
	
	
	
	

	ポスト・ドクター
	
	
	
	

	研究支援推進経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（千円）
	年　　　　度
	　　平　成　１４　年　度

	小　　科　　目
	支　出　額
	積　　　算　　　内　　　訳

	
	
	主な使途
	金額
	主な内容

	教育研究経費支出

	消耗品費
	73,124
	実験試薬・試料類
	6,555
	各種抗体･分析用試薬　他

	
	
	実験器具・器材類
	19,346
	ｶﾞﾗｽ･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ器具･器材　他

	
	
	その他
	47,223
	実験動物､現像､ｿﾌﾄ､MO､文具 他

	光熱水費
	2,961
	電気代
	2,961
	超高磁場MRI研究施設  電気代

	交通運搬費
	1,261
	被験者交通費
	1,261
	被験者交通費(医大↔超高磁場MRI研究施設)

	国内通信費
	112
	郵送代
	112
	書類送付、振込手数料

	印刷製本費
	2,552
	論文印刷　他
	2,552
	論文別刷代、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ抄録集印刷　他

	旅費
	4,001
	研究発表、招聘
	4,001
	盛岡↔東京、大阪、福岡、札幌、名古屋　他

	業務委託費
	21,506
	装置保守　他
	21,506
	超高磁場MRI装置保守

	賃借料
	32,147
	土地賃借
	32,147
	超高磁場MRI研究施設土地賃借料

	報酬･手数料
	9,169
	謝金、校正　他
	9,169
	特別講師招聘謝金、英文校正、振込手数料　他

	機器修繕費
	310
	研究用機器修理
	310
	研究用機器修理（ｸﾛﾏﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ、ﾌﾟﾘﾝﾀ　他）

	雑費
	311
	機器設定料　他
	311
	ﾊﾟｿｺﾝﾈｯﾄﾜｰｸ設定作業　他

	会議交際費
	469
	会場使用料　他
	469
	研究打合会議会場使用料　他

	諸会費
	100
	参加費
	100
	ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ参加費

	計
	148,023
	
	148,023
	

	ア　　ル　　バ　　イ　　ト　　関　　係　　支　　出

	人件費支出

（兼務職員）
	
	
	
	

	教育研究経費支出
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	設　備　関　係　支　出　（１個又は１組の価格が500万円未満のもの）

	教育研究用機器備品
	23,527
	分析･解析用機器 他
	23,527
	薬用保存庫、ｽﾀﾃｨｯｸﾗｲﾝｾｯﾄ、実体顕微鏡　　他

	図書
	112
	医学専門書　他
	112
	Neuroimage

	計
	23,639
	
	23,639
	

	研　　究　　ス　　タ　　ッ　　フ　　関　　係　　支　　出

	ﾘｻｰﾁ・ｱｼｽﾀﾝﾄ
	
	
	
	

	ポスト・ドクター
	
	
	
	

	研究支援推進経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


（千円）
	年　　　　度
	　　平　成　１５　年　度

	小　　科　　目
	支　出　額
	積　　　算　　　内　　　訳

	
	
	主な使途
	金額
	主な内容

	教育研究経費支出

	消耗品費
	65,214
	実験試薬・試料類
	22,335
	各種抗体･分析用試薬　他

	
	
	実験器具・器材類
	5,142
	ｶﾞﾗｽ･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ器具･器材　他

	
	
	その他
	37,737
	実験動物､現像､ｿﾌﾄ､MO､文具 他

	光熱水費
	2,900
	電気代
	2,900
	超高磁場MRI研究施設  電気代

	交通運搬費
	1,840
	被験者交通費
	1,840
	被験者交通費(医大↔超高磁場MRI研究施設)

	国内通信費
	436
	郵送代
	436
	書類送付、振込手数料

	印刷製本費
	6,085
	論文印刷　他
	6,085
	論文別刷代、ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ抄録集印刷　他

	旅費
	7,914
	研究発表、招聘
	7,914
	盛岡↔東京、大阪、京都、札幌　他

	業務委託費
	18,850
	装置保守　他
	18,850
	超高磁場MRI装置保守

	賃借料
	140
	土地賃借
	140
	超高磁場MRI研究施設土地賃借料

	報酬･手数料
	18,903
	謝金、校正　他
	18,903
	特別講師招聘謝金､英文校正､振込手数料　他

	機器修繕費
	50
	研究用機器修理
	50
	研究用機器修理

	雑費
	389
	機器設定料　他
	389
	論文投稿料　他

	会議交際費
	889
	会場使用料　他
	889
	研究打合会議会場使用料　他

	計
	123,610
	
	123,610
	

	ア　　ル　　バ　　イ　　ト　　関　　係　　支　　出

	

	人件費支出

（兼務職員）
	
	
	
	

	教育研究経費支出
	
	
	
	

	計
	
	
	
	

	設　備　関　係　支　出　（１個又は１組の価格が500万円未満のもの）

	教育研究用機器備品
	13,989
	分析･解析用機器 他
	13,989
	微量高速冷却遠心機、画像解析ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ　　他

	図書
	
	
	
	

	計
	13,989
	
	13,989
	

	研　　究　　ス　　タ　　ッ　　フ　　関　　係　　支　　出

	ﾘｻｰﾁ・ｱｼｽﾀﾝﾄ
	
	
	
	

	ポスト・ドクター
	
	
	
	

	研究支援推進経費
	
	
	
	

	計
	
	
	
	


	15
	研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。）

	
	≪雑誌・論文≫
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	≪研究成果の公開状況≫
	（上記以外）

	シンポジウム・学会等の実施状況

＜既実施のもの＞

第一回岩手医科大学先端医療研究センター公開シンポジウム
「21世紀，我々は脳にどこまで迫れるか！」
開催日　平成13年2月 24日（土曜日）

場所　岩手医科大学　医学部　第１講義室（２号館５階）

シンポジスト　ハイテクリサーチプロジェクト参加員　演題数13
ポスター：岩手県内関係機関配布、インターネット掲示＊
第二回岩手医科大学先端医療研究センター公開シンポジウム
「From Cell Biology to Neuropathology」
開催日　平成14年2月23日（土曜日）

場所　岩手医科大学創立60周年記念館　9階　第2講義室

演題とシンポジスト　

「脱髄性疾患の分子病態とその治療法開発の試み」

岡崎国立共同研究機構 生理学研究所 神経情報 池中一裕教授 

「シナプス統合の光学的解析」

東京薬科大学 生命科学部 分子生命科学科 生体高次機能学　宮川博義助教授  

「機能的MRIによる高次脳機能の可塑性へのアプローチ」

福井医科大学高エネルギー医学研究センター 生体イメージング　米倉義晴 教授

「New insights about the pathogenesis of Huntington's disease」

Neurology at Harvard Medical School and Director of Laboratory of Cellular Neurobiology, Massachusetts General Hospital　Prof. Marian DiFiglia, MD, PhD

成果報告（ポスターセッション） 　演題数29

ハイテクリサーチプロジェクト参加者全員
ポスター：全国大学研究機関配布、インターネット掲示＊
第三回岩手医科大学先端医療研究センター公開シンポジウム
「超高磁場MRIが拓く画像フロンティア ―　何がどこまで見えるのか？　―」
開催日　平成15年11月1日（土曜日）

場所　岩手県医師会館ホール

演題とシンポジスト　

成果報告（口頭発表）　演題数 8
ハイテク・リサーチ・プロジェクト代表者
「機能的ＭＲＩ法による大脳皮質コラム構造のイメージング」
理化学研究所脳科学総合研究センター　田中啓治　博士

「超高磁場MRIによる神経画像」

岩手医科大学先端医療研究センター　井上 敬　博士

「新しい中枢神経系のMR撮像技術：tractography を中心として」
京都府立医科大学放射線医学教室  山田　惠 博士

「３Ｔ装置を用いたＭＲＩ，ＭＲＳ：前立腺への応用」
神戸大学放射線医学教室  杉村　和朗　教授

ポスター：全国大学研究機関配布、インターネット掲示＊
· インターネットホームページに、研究成果報告を随時掲載してきた。
http://202.244.195.205/Hitech/Main.htm
＜これから実施する予定のもの＞　
２年に１度、成果発表と研究交流を目的とした公開シンポジウムを開催




	15
	「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項とその対応

	
	＜「選定時」に付された留意事項＞

該当無し
＜「選定時」に付された留意事項に対する対応＞

該当無し
＜「中間評価時」に付された留意事項＞

· 研究組織について：統合性に優れているが、大学院生やポスドクの活用状況が不明である。
· 同様の研究が他の機関でも実施されているのであれば、それらとの何らかの交流が望まれる。
· 研究施設について：３ＴＭＲＩ装置を有効に利用し研究しているが、バイオ・イメージング・アナライザーの使用時間が多少短い。

· その他：交通運搬費、旅費、報酬・委託料は妥当なのか。

＜「中間評価時」に付された留意事項に対する対応＞

· 大学院生、ポスドク活用状況について
大学院生の役割について：大学院生が研究の実際を行っているプロジェクトがかなりあったが、当初の研究計画調書あるいは中間報告には記していなかった。今回、最終報告をするにあたり、プロジェクト参加メンバーに大学院生の名前と役割を明記した（別紙４　＊印）。
ポスドク活用状況について：平成16年度よりポスドク制度を導入する予定で、学内の制度整備をおこなっている。　
· 他機関との交流について

超高磁場MRIやPETを実際に使用している研究者と交流を図り、公開シンポジウムでデータを公表した（第３回　先端医療研究センター公開シンポジウム）。また、本学超高磁場MRI研究施設の研究成果について講評と将来への提言を受けた。
· 実質３年間の稼動期間で、かなりの成果を上げている。

· 講座横断的な研究推進が効率の良い運営につながっている。今後もこれを進められたい。

· 研究設備の利用について

研究進捗状態に応じて、機器の利用時間は増えており、指摘を受けたバイオイメージングアナライザーの使用時間は毎週2時間となった。
· 諸経費の妥当性について
交通運搬費について：被検者を超高磁場MRI研究施設まで送迎する交通費が研究費に占める割合が大きいが，これは同施設が大学本部所在地から離れているためである。例数を上げて研究の確度を増すためには、避けられない出費である。
旅費、報酬・委託料について：招聘シンポジストの旅費と謝礼金は、大学で定めた規定に従って非常勤講師に準じた金額を支払っている。
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大脳白質の生後発達と加齢変化
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